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C.I. か V.I. か



Codex Alimentarius Commission
コウデクス委員会

FAO/WHO合同食品規格委員会

 政府間組織（intergovernmental body）とし
て 1961/63年にFAOとWHOの管理下に設置

 11th FAO Conference RESOLUTION No. 12/61
 WHA16.42 Joint FAO/WHO Programme on 

Food Standards
 188 加盟国と 1 加盟機関

 財務（予算）、法務、人事、渉外、出版、
ウェブサイト管理、事務所所在地



コウデクス委員会
- その目的 -

 二重の目的:
消費者の健康の保護, and
食品貿易における公正性の促進



コウデクス委員会
- その効用 -

 コウデクス基準そのものに強制力はないが
食品安全に関する基準は1995年に発効した
世界貿易機関のSPS協定で実質的な国際基準
として認知された

 基準が存在することにより

世界中の消費者の健康を必要かつ十分に保護

貿易紛争を未然に予防

食品貿易を促進し国際分業を促進

貿易紛争の解決





コウデクス委員会
- その科学的基礎 -

コウデクス – 危険管理

 専門家委員会 – 危険評価assessment
 JECFA – 食品添加物, 残留獣医薬品, 汚染物質

 JMPR – 残留農薬

 JEMRA – 危害微生物

 JEMNU – 栄養素

 単発の専門家会議

連携 と 分離



コウデクス委員会
- その強さの背景 -

 加盟国の自主性の高さ

 透明性の高さ

 インターネットを通じた作業文書公開

 会議最終日の議事録採択

 多くのオブザーバ組織

 ルールの墨守

 8段階の準備手続き





コウデクス委員会
- 直近20年の傾向 -

 単品の基準から水平的基準へ（例・GSFA）

 ステップを進む速度（省ステップ６・７を含む）向上

 会合の数の増加（リアル ヴァーチャル）

 議論の場のシフト（総会から部会へ、部会から作
業部会へ） 透明化に逆行？

 「見られている」代表団の行動変容

 危険評価の渋滞

 全会一致採択への固執

 議長（副議長）の目立ち



コウデクス委員会
- 既存の困難と新たな困難 -

 地域同士の対立

 既存の部会構成に馴染まない新しい危害因子

 クリティカル・レヴュウの空洞化

 執行委員会の存在意義

 途上国の能力と立ち位置

 民間・食品企業との連携

 SDGへの貢献を測る指標（基準は作りっぱなし、
使われているか、どう使われているかについての
データ欠如）



コウデクス委員会
- 日本の挑戦 -

 食糧輸入国の国民の健康は生産国の食品安全
体制に依存

 英語力と専門性と交渉力の三つを備えた人材

 レギュラトリの専門スタッフの養成と人事

 過去にホストしたCTFBTとCCASIAが残した遺産

 過去に獲得した副議長職

 農林水産省・厚生労働省・消費者庁・食品安全委
員会の連携

 日本の盟友国は？
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